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は
じ
め
に

二
〇
一
四
年
二
月
の
キ
エ
フ
・
マ
イ
ダ
ン
で
の
政
変
か
ら
、
ク
リ

ミ
ア
併
合
を
経
て
、
ド
ン
バ
ス
で
の
戦
闘
と
事
実
上
の
非
承
認
国
家

の
建
設
に
至
り
つ
つ
あ
る
こ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
ど
の
よ
う
に
考

え
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
親
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

親
ロ
シ
ア
的
な
東
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
特
に
ド
ン
バ
ス
地
域
）
と
い
っ
た

固
定
観
念
で
説
明
で
き
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
ド
ン
バ
ス
地
域
が
そ
れ
ほ
ど
親
ロ
シ
ア
的
で
あ
れ
ば
、
親

ロ
シ
ア
派
に
よ
る
分
離
運
動
は
住
民
の
強
力
な
支
持
を
得
て
い
た
は

ず
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
「
非
公
式
」
な
介
入
な
ど
は
不
要
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
現
地
住
民
か
ら
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
ま

ま
運
動
が
孤
立
し
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
力
に
よ
る
介
入
が
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
小
文
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
政
治
体
制
を
「
求
心
的
多
頭
競
合

体
制
」
と
考
え
る
こ
と
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
治
を
観
察
す
る
上
で
の

基
本
的
な
視
点
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
政

変
以
後
の
過
程
を
経
て
、
こ
の
体
制
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
可
能

性
が
あ
る
の
か
も
考
察
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
一
般
的
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
、
民
主
制
と
権
威
主
義
体
制
の
二
分
法
の
な
か
で
ウ
ク

ラ
イ
ナ
政
治
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
、
と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
含
め
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
（
旧
ソ
連
）
地
域
の
政
治
を
観
察

第
Ⅰ
部 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
み
る
視
角

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
求
心
的
多
頭
競
合
体
制

大
串　

敦
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す
る
な
か
で
概
念
化
し
よ
う
と
試
み
た
。
さ
ら
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政

治
を
語
る
上
で
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ
る
東
西
地
域
の
極
端
な
二
分
法

も
採
用
し
な
い
。
こ
の
東
西
分
裂
論
批
判
に
関
し
て
は
、
別
稿
（
大

串 

二
〇
一
四
）
や
別
の
観
点
か
ら
塩
川
（
二
〇
一
一
）
が
あ
る
の
で

参
照
さ
れ
た
い
。

さ
て
、
筆
者
が
求
心
的
多
頭
競
合
体
制
と
呼
ぶ
も
の
の
特
徴
を
挙

げ
て
お
こ
う＊

1

。
こ
の
政
治
体
制
の
下
で
は
、
多
く
の
地
方
エ
リ
ー
ト

集
団
（
地
方
閥
）
が
中
央
政
界
の
場
で
競
合
し
て
お
り
、
中
央
エ

リ
ー
ト
の
自
律
性
が
低
い
こ
と
が
第
一
の
特
徴
と
な
る
。
た
だ
し
、

地
方
閥
は
分
離
主
義
的
な
わ
け
で
は
な
い
。
ど
の
閥
に
も
中
央
政
治

に
進
出
す
る
機
会
は
開
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
領
域
的
一
体
性

へ
の
危
機
は
大
き
く
な
い
。
反
面
、
一
つ
の
閥
の
過
剰
支
配
に
は
敏

感
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
中
央
政
界
を
支
配
し
た
閥
は
、
多
く
の
場

合
、
閥
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
の
政
権
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
か
、
他
の
閥
の
切
り
崩
し
を
し
な
が
ら
徐
々
に
拡
大
し
て
い
く
ほ

か
な
い＊

2

。
こ
の
派
閥
競
合
は
競
争
的
で
は
あ
る
の
で
、
民
主
的
に
は

見
え
る
。
特
に
大
統
領
選
挙
な
ど
、
中
央
政
界
の
支
配
を
め
ぐ
る
と

き
に
は
き
わ
め
て
競
争
的
に
な
る
。
他
方
、
支
配
閥
が
他
の
閥
の
切

り
崩
し
を
図
っ
て
い
る
間
は
、
競
争
性
が
減
退
し
、
権
威
主
義
的
政

権
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
に
な
る
（H

ale 

2005; 2006; 2012

）。

こ
の
派
閥
競
合
を
集
約
す
る
た
め
の
求
心
力
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
集
権
的
な
国
制
を
は
じ
め
と
し
た
中
央
政
府
の
仕
組
み
で
あ

り
、
こ
れ
が
第
二
の
特
徴
を
な
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
連
邦
制
で
は
な

く
、
単
一
制
を
採
用
し
て
お
り
、
地
方
知
事
の
任
命
権
は
大
統
領
が

持
つ
。
中
央
政
治
の
支
配
派
閥
に
よ
る
干
渉
と
、
地
方
エ
リ
ー
ト
内

部
の
競
合
ゆ
え
に
、
地
方
エ
リ
ー
ト
は
、
中
央
に
対
し
て
孤
立
し
て

地
方
の
み
で
安
定
的
な
秩
序
を
築
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
地
方
エ
リ
ー
ト
は
中
央
に
対
す
る
ロ
ビ
ー
活
動
目
的
や
次
の
選

挙
で
の
中
央
政
界
自
体
の
支
配
を
ね
ら
っ
て
、
中
央
政
界
に
進
出
す

る
。
例
え
ば
、
あ
る
地
方
出
身
の
大
統
領
が
、
自
己
と
対
立
す
る
地

方
に
対
し
て
、
自
己
の
子
分
を
地
方
知
事
に
据
え
た
場
合
、
地
方
政

界
で
対
立
が
生
じ
る
。
こ
の
と
き
、
地
方
エ
リ
ー
ト
は
自
己
の
利
害

を
守
る
た
め
、
中
央
政
界
へ
と
進
出
す
る
の
で
あ
る
。
後
に
見
る
よ

う
に
、
こ
れ
は
レ
オ
ニ
ー
ド
・
ク
チ
マ
大
統
領
時
代
の
ド
ネ
ツ
ィ
ク

で
も
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
時
代
の
リ
ヴ
ィ
ウ
で
も
生
じ
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
国
制
が
集
権
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
中
央
政
界
が

地
域
派
閥
の
競
合
の
場
と
化
す
。
こ
う
し
た
競
合
を
反
映
し
て
、
政

党
政
治
は
多
党
制
に
な
り
、
半
大
統
領
制
の
憲
法
体
制
の
下
、
大
統

領
は
与
党
形
成
に
呻
吟
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
治
は
、
中
央
エ
リ
ー
ト
と
地
方
エ
リ
ー

ト
の
自
律
性
が
と
も
に
高
く
、
憲
法
上
は
連
邦
制
を
と
っ
て
い
る
ロ
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シ
ア
政
治
と
、
あ
る
種
の
対
照
を
な
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
で
は
、
連

邦
制
の
も
と
地
方
知
事
が
自
己
の
地
方
で
封
建
領
主
的
な
自
律
性
を

発
揮
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
地
方
知
事
が
中
央
政
界
に
乗
り
出
す
こ

と
が
少
な
い
。
他
方
、
地
方
政
治
か
ら
自
律
的
な
中
央
エ
リ
ー
ト

が
、
地
方
エ
リ
ー
ト
の
利
害
を
大
き
く
侵
害
し
な
い
で
、
彼
ら
を
統

合
す
る
こ
と
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
成
功
し
た
。
こ
れ
が
政
党

シ
ス
テ
ム
に
反
映
し
た
の
が
統
一
ロ
シ
ア
党
の
支
配
政
党
体
制
で

あ
っ
た＊

3

。
中
央
エ
リ
ー
ト
の
主
導
に
よ
り
遠
心
的
な
諸
力
の
統
合
を

果
た
し
て
い
る
、
と
い
う
意
味
で
「
遠
心
力
統
合
的
一
頭
支
配
体

制
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
相
違
を
ま
と
め
る
と
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
本
稿
は
、
私
自
身
の

現
地
調
査＊

4

と
各
種
文
献
資
料
に
基
づ
き
、
こ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
求
心

的
多
頭
競
合
体
制
の
マ
イ
ダ
ン
政
変
以
前
の
展
開
と
、
政
変
以
後
の

諸
事
件
を
受
け
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
変
容
す
る
の
か
を
考
察
す

る
も
の
で
あ
る
。
議
論
は
ま
ず
ド
ネ
ツ
ィ
ク
と
リ
ヴ
ィ
ウ
で
の
地
方

政
治
の
動
き
を
考
察
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
中
央
政
治
の
あ
り
方

へ
と
議
論
を
進
め
る
。

Ⅰ
派
閥
政
治
の
成
立
と
展
開

―
ド
ネ
ツ
ィ
ク
と
リ
ヴ
ィ
ウ

本
章
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
東
西
を
代
表
す
る
二
つ
の
都
市
で
あ

る
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
と
リ
ヴ
ィ
ウ
を
取
り
上
げ
、
各
地
方
で
の
派
閥
政

治
の
成
立
と
展
開
を
考
察
す
る
。

ウクライナ
（求心的多頭競合

体制）

ロシア
（遠心力統合的一頭

支配体制）
中央エリートの自律性 低い 高い
地方エリートの自律性 高い 高い

国制 単一制 連邦制

政党制 多党制 一党優位制／
ヘゲモニー政党制

表1　ウクライナとロシアにおける政治体制の相違

（出所）筆者作成。
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１
ド
ネ
ツ
ィ
ク

ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
ド
ネ
ツ
ィ
ク
州
は
、
併
合
さ
れ
た
ク
リ
ミ
ア

を
別
に
す
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
な
か
で
も
最
も
ロ
シ
ア
語
話
者
が

多
い
地
方
と
し
て
知
ら
れ
る
。
実
際
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
市
街
地
で
ウ
ク

ラ
イ
ナ
語
を
耳
に
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
た
だ
し
、
ス
ー
パ
ー
・

カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
の
物
品
の
表
示
、
博
物
館
で
の
展
示

な
ど
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
用
い
て
い
る
の
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を

目
に
す
る
こ
と
は
多
い
。
そ
し
て
、
こ
の
言
語
を
指
標
に
し
て
、
ド

ネ
ツ
ィ
ク
は
親
ロ
シ
ア
的
な
地
域
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
最
も
工
業
化
さ
れ
た
地
方
で

あ
り
、
ロ
シ
ア
と
の
経
済
的
繋
が
り
が
強
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

る
（
服
部 

二
〇
一
四
）。
こ
の
ド
ネ
ツ
ィ
ク
州
の
利
害
を
集
約
し
、

保
護
し
て
き
た
の
が
ド
ネ
ツ
ィ
ク
閥
で
あ
る
。

元
来
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
産
党
の
地
盤
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ク
チ
マ
大
統
領
の
パ
ウ
ロ
・
ラ
ザ
レ
ン
コ

内
閣
時
代
に
、
政
府
が
ド
ニ
プ
ロ
ペ
ト
ロ
ウ
シ
ク
閥
に
ガ
ス
ト
レ
ー

ド
権
を
供
与
す
る
こ
と
で
、
ガ
ス
消
費
地
の
ド
ネ
ツ
ィ
ク
を
攻
撃
し

た
。
こ
の
際
に
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
の
政
治
経
済
エ
リ
ー
ト
は
一
致
団
結

し
、
強
力
な
閥
を
作
り
上
げ
た
（
藤
森 

二
〇
〇
二
ａ
：
一
八
七
―
一

八
九
、
藤
森 

二
〇
〇
二
ｂ
：
一
六
九
―
一
七
〇
、Fujim

ori 2005: 

122-131; K
ovaleva 2007: 70-71

）。
こ
れ
が
公
式
政
党
と
し
て
は
地

域
党
の
形
を
と
っ
た
。
共
産
党
の
票
田
は
急
速
に
地
域
党
の
票
田
へ

と
変
化
し
た
。
ま
た
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
は
当
時
州
知
事
と
し
て
ド

ネ
ツ
ィ
ク
の
利
害
を
守
り
、
さ
ら
に
中
央
政
界
へ
影
響
力
を
拡
大
し

た
。
ク
チ
マ
大
統
領
の
下
で
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
か
ら
二
〇
〇
五

年
一
月
ま
で
首
相
を
務
め
、
オ
レ
ン
ジ
革
命
で
敗
れ
た
も
の
の
、
そ

の
組
織
力
は
失
わ
れ
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
〇
七
年
の
両

議
会
選
挙
で
も
四
割
程
度
の
議
席
を
獲
得
し
、
二
〇
一
〇
年
の
大
統

領
選
挙
前
に
は
最
も
人
気
の
あ
る
政
治
家
に
ま
で
上
り
詰
め
、
大
統

領
選
挙
で
勝
利
し
た
。
二
〇
一
二
年
の
議
会
選
挙
で
も
四
五
〇
議
席

中
一
八
五
議
席
を
確
保
し
、
共
産
党
や
無
所
属
議
員
の
い
く
ら
か
の

協
力
を
得
て
議
会
に
過
半
数
の
支
持
勢
力
を
築
い
た
。
こ
う
し
て
、

ド
ネ
ツ
ィ
ク
閥
が
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
と
地
域
党
の
形
で
、
中
央
政
界

の
頂
点
に
君
臨
し
た
の
が
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
体
制
だ
っ
た
。

今
回
の
政
変
は
こ
の
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
体
制
を
強
引
に
解
体
し
た

の
だ
か
ら
、
今
回
の
政
変
に
対
し
て
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
市
民
が
好
感
し

て
い
な
か
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヤ
ヌ
コ
ー

ヴ
ィ
チ
に
対
し
て
ド
ネ
ツ
ィ
ク
市
民
が
熱
狂
的
に
支
持
を
し
て
い
た

か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
政
変
の
あ
っ
た
二
〇
一
四
年
二
月

に
ド
ネ
ツ
ィ
ク
で
さ
え
親
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
集
会
の
よ
う
な
も
の
は
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全
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
ド
ネ
ツ
ィ
ク
で
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
や
地
域

党
が
強
か
っ
た
の
は
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
個
人
へ
の
支
持
と
い
う
よ

り
も
、
州
の
利
害
を
守
り
、
中
央
に
表
出
す
る
指
導
者
・
組
織
と
し

て
支
持
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
今
回
の
政
変
の
結
果
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
は
ロ
シ
ア

に
去
り
、
地
域
党
は
ト
ッ
プ
を
失
い
、
党
と
し
て
の
活
動
を
事
実
上

停
止
し
た
。
そ
の
結
果
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
は
利
害
表
出
チ
ャ
ン
ネ
ル
も

喪
失
し
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
地
方
政
治
に
政
治
的
真
空
状
態
が
作
り
出
さ

れ
た
。
二
〇
一
四
年
三
月
の
調
査
中
に
面
会
し
た
人
に
、
仮
に
近
い

将
来
議
会
選
挙
が
あ
っ
た
ら
ド
ネ
ツ
ィ
ク
市
民
は
ど
こ
に
投
票
す
る

と
思
う
か
、
と
問
う
と
、
明
確
な
答
え
を
持
っ
て
い
る
人
は
一
人
も

い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
時
地
域
党
に
残
留
し
た
幹
部
は
、
こ
の
地

域
に
新
し
い
政
党
を
建
設
す
る
の
で
は
な
く
、
党
の
再
建
に
か
け
る

と
い
う
態
度
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
当
初
大
き
な
期
待
を
か
け
ら
れ

た
Ｓ
・
タ
ル
タ
新
州
知
事
（
当
時
）
も
、
そ
の
後
の
急
展
開
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
真
空
状
態
を
放
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
空

を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
活
動
を
活
発
化
さ
せ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
親

ロ
シ
ア
派
で
あ
っ
た
。
当
初
、
こ
の
親
ロ
シ
ア
派
は
さ
ほ
ど
力
を

持
っ
た
勢
力
で
は
な
か
っ
た
。
筆
者
は
三
月
一
三
日
か
ら
二
〇
日
ま

で
ド
ネ
ツ
ィ
ク
に
滞
在
し
、
レ
ー
ニ
ン
広
場
な
ど
で
親
ロ
シ
ア
派
の

集
会
を
何
度
か
見
学
し
た
が
、
最
大
で
三
千
人
程
度
の
規
模
だ
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る＊

5

。
指
導
的
な
人
物
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
産
党
の
活
動

家
な
ど
も
含
む
）
が
演
説
を
行
い
、「
ロ
シ
ア
」「
プ
ー
チ
ン
」
な
ど

の
声
を
上
げ
て
聴
衆
を
あ
お
っ
て
い
た
が
、
積
極
的
に
応
え
て
い
た

の
は
、
そ
の
な
か
の
一
〇
分
の
一
程
度
と
見
え
、
物
見
遊
山
的
な
人

が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
限
り
で
、
親
ロ
シ
ア
派
は
確
か

に
存
在
し
て
い
た
が
、
当
時
デ
モ
の
規
模
よ
り
も
実
際
の
シ
ン
パ
は

少
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
筆
者
が
調
査
し
た
範
囲
内
で

は
、
現
地
の
人
の
多
く
も
、
彼
ら
を
解
放
者
で
は
な
く
騒
乱
扇
動
者

と
考
え
て
い
た
。

当
初
か
ら
、
こ
う
し
た
デ
モ
の
積
極
分
子
は
ロ
シ
ア
か
ら
来
た
活

動
家
で
あ
る
と
い
う
噂
が
あ
っ
た＊

6

。
現
地
住
民
は
、
確
か
に
ロ
シ
ア

語
を
話
し
、
ロ
シ
ア
と
の
経
済
的
結
び
つ
き
の
重
要
性
を
認
識
し
て

は
い
る
も
の
の
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
独
立
し
た
り
、
ロ
シ
ア
の
一
部

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
少
数
で
あ
っ
た
。
親
ロ
シ
ア
派

の
デ
モ
や
扇
動
が
住
民
の
間
で
孤
立
し
、
一
方
的
に
建
国
を
宣
言
し

た
「
ド
ネ
ツ
ク
人
民
共
和
国
」
も
住
民
か
ら
信
を
得
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
、
後
に
ロ
シ
ア
が
力
の
介
入
を
強
め
て
い
く
原
因
と
な
っ
た

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
状
況
証
拠
が
示
す
と
こ
ろ
で

は
、
ロ
シ
ア
か
ら
非
公
式
に
武
器
の
供
与
や
戦
闘
員
が
入
り
、
八
月

末
の
一
時
期
は
相
当
の
規
模
で
の
ロ
シ
ア
軍
の
介
入
が
あ
っ
た
と
考
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え
ら
れ
る
。
二
〇
一
四
年
九
月
現
在
ド
ネ
ツ
ィ
ク
州
の
か
な
り
の
部

分
を
こ
の
「
ド
ネ
ツ
ク
人
民
共
和
国
」
が
支
配
下
に
置
い
て
い
る

が
、
そ
も
そ
も
現
地
住
民
の
信
が
低
い
と
こ
ろ
で
の
力
に
よ
る
建
国

と
い
う
側
面
が
強
い
。
こ
の
共
和
国
が
存
続
す
る
た
め
に
は
、
ロ
シ

ア
か
ら
の
相
当
な
支
援
を
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
ド
ニ
プ
ロ
ペ
ト
ロ
ウ
シ
ク
閥
か
ら
の
攻
撃
の
防
衛
と

し
て
形
成
さ
れ
た
ド
ネ
ツ
ィ
ク
閥
は
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
ロ
シ
ア

へ
の
逃
亡
と
と
も
に
瓦
解
状
態
に
陥
り
、
こ
れ
が
政
治
的
真
空
状
態

と
、
の
ち
の
混
乱
を
生
み
出
し
た
。

２
リ
ヴ
ィ
ウ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
の
対
極
に
位
置
し
て
い
る
と
い
わ

れ
る
の
が
リ
ヴ
ィ
ウ
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
に
ソ
連
（
ウ
ク
ラ
イ

ナ
共
和
国
）
に
編
入
さ
れ
た
こ
の
地
域
で
は
、
民
族
解
放
運
動
が
一

九
五
〇
年
代
半
ば
ま
で
続
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旧

ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
君
主
国
領
内
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
親
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

志
向
が
強
い
地
域
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
リ
ヴ
ィ
ウ
を
中
心
と

す
る
ハ
リ
チ
ナ
地
方
で
の
地
域
派
閥
形
成
に
は
、
こ
う
し
た
独
自
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
貢
献
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う

（Šabi
 2004

）。

こ
の
リ
ヴ
ィ
ウ
は
ま
た
、
オ
レ
ン
ジ
革
命
の
立
役
者
ヴ
ィ
ク
ト

ル
・
ユ
ー
シ
チ
ェ
ン
コ
大
統
領
の
地
盤
だ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
。
実
際
二
〇
〇
二
年
の
議
会
選
挙
で
は
、
ユ
ー
シ
チ
ェ
ン
コ
が
率

い
る
選
挙
ブ
ロ
ッ
ク
「
我
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
が
リ
ヴ
ィ
ウ
州
で
は

比
例
区
で
約
六
四
％
の
得
票
を
し
、
か
つ
小
選
挙
区
で
も
、
一
二
の

う
ち
一
〇
の
選
挙
区
で
勝
利
し
（
残
り
二
つ
は
無
所
属
）、
圧
勝
し

て
い
た
。

し
か
し
、
オ
レ
ン
ジ
革
命
後
「
我
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
へ
の
支
持

は
減
少
し
て
い
く
。
す
べ
て
比
例
区
で
争
わ
れ
た
二
〇
〇
六
年
選
挙

で
は
、
州
で
も
っ
と
も
票
を
集
め
た
政
党
で
は
あ
っ
た
が
、
約
三

八
％
ま
で
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
他
の
州
で
も
「
我
ら
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
」
の
得
票
は
減
少
し
、
ユ
ー
シ
チ
ェ
ン
コ
は
議
会
運
営
が
困
難
に

な
り
、
二
〇
〇
七
年
に
再
度
議
会
選
挙
を
行
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
州

第
一
党
の
座
も
約
五
〇
％
の
票
を
得
た
ユ
リ
ア
・
テ
ィ
モ
シ
ェ
ン
コ

が
率
い
る
「
祖
国
」
に
明
け
渡
し
、「
我
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
は
約

三
六
％
の
得
票
で
州
第
二
党
の
地
位
に
甘
ん
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
経
済
状
態
の
悪

化
を
理
由
と
し
て
挙
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
オ
レ
ン
ジ
連
合
が

急
速
に
解
体
し
、
地
域
派
閥
の
均
衡
を
見
出
す
こ
と
が
困
難
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
後
述
す
る
二
〇
〇
四
年
憲
法
の
首
相
選
出

方
式
が
こ
の
議
会
内
の
派
閥
競
合
に
拍
車
を
か
け
た
。
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こ
の
「
我
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
へ
の
支
持
の
凋
落
は
、
リ
ヴ
ィ
ウ

州
知
事
人
事
に
も
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
州
知
事
は
二
〇
〇
五

年
二
月
か
ら
二
〇
〇
八
年
二
月
ま
で
は
ペ
ト
ロ
・
オ
リ
ー
ニ
ク
で

あ
っ
た
。
彼
は
「
我
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
か
ら
二
〇
〇
二
年
議
会
選

挙
で
選
出
さ
れ
知
事
に
任
命
さ
れ
る
二
〇
〇
五
年
ま
で
代
議
員
を
務

め
、
そ
の
後
も
ユ
ー
シ
チ
ェ
ン
コ
大
統
領
の
補
佐
官
を
務
め
て
い

る
。
大
統
領
と
党
派
を
同
じ
く
し
た
政
治
家
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ

の
後
の
ユ
ー
シ
チ
ェ
ン
コ
下
で
の
リ
ヴ
ィ
ウ
州
知
事
は
、
よ
り
実
務

的
な
実
業
家
ミ
コ
ラ
・
ク
ミ
チ
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
に
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
が
大
統
領
に
な
る
と
、
リ
ヴ
ィ

ウ
州
政
治
は
困
難
な
状
況
に
直
面
す
る
。
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、
四

月
に
ク
ミ
チ
を
解
任
し
、
地
域
党
代
議
員
だ
っ
た
ワ
シ
リ
ー
・
ホ
ル

バ
リ
を
任
命
し
た
。
こ
の
人
事
は
リ
ヴ
ィ
ウ
の
地
方
エ
リ
ー
ト
と
の

対
立
を
招
き
、
早
く
も
二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
は
解
任
さ
れ
た
。
後

任
は
、
テ
ル
ノ
ピ
リ
州
知
事
だ
っ
た
ミ
ハ
イ
ロ
・
ツ
ィ
ン
バ
リ
ュ
ク

で
あ
っ
た
が
、
彼
も
一
年
持
た
ず
二
〇
一
一
年
一
一
月
に
解
任
さ
れ

た
。
さ
ら
な
る
知
事
は
、
鉄
道
運
輸
行
政
を
行
っ
て
き
た
ミ
ハ
イ

ロ
・
コ
ス
チ
ュ
ー
ク
で
あ
っ
た
が
、
リ
ヴ
ィ
ウ
市
長
ア
ン
ド
リ
ー
・

サ
ド
ー
ヴ
ィ
ー
と
対
立
す
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
州
知
事
は
大
統

領
に
よ
る
任
命
制
で
あ
る
が
、
市
長
は
公
選
制
で
あ
る
た
め
、
対
立

が
生
じ
や
す
い
と
い
う
一
般
的
な
事
情
に
加
え
て
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ

チ
の
派
閥
が
任
命
し
た
知
事
は
、
リ
ヴ
ィ
ウ
で
は
な
か
な
か
信
用
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
も
加
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
事
態
を
複
雑
に
し
た
の
は
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
支
配
が

全
国
レ
ベ
ル
で
確
立
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
リ
ヴ
ィ
ウ
市
民
に
は
投

票
す
べ
き
政
党
が
限
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
リ
ヴ
ィ
ウ
市

民
に
と
っ
て
は
、「
祖
国
」
党
で
さ
え
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
と
地
域
党

に
妥
協
的
と
映
っ
た
。
こ
う
し
て
、
残
さ
れ
た
選
択
肢
は
、
極
右
的

な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
た
自
由
党
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
自
由

党
は
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
の
リ
ヴ
ィ
ウ
市
議
会
選
挙
で
は
、
九
〇

議
席
中
五
五
議
席
を
獲
得
す
る
大
勝
利
を
お
さ
め
、
さ
ら
に
二
〇
一

二
年
の
全
国
議
会
選
挙
で
躍
進
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。
比
例
区
で

は
約
三
八
％
を
得
て
州
で
は
最
も
得
票
し
た
政
党
に
な
り
、
小
選
挙

区
で
は
一
二
選
挙
区
中
四
選
挙
区
で
勝
利
し
た＊

7

。
こ
れ
は
リ
ヴ
ィ
ウ

市
民
が
、
極
右
的
な
自
由
党
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
共
感
し
た
が
故
の
結

果
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
自
由
党
が
唯
一
の
真
の
反
対
派
と
映
っ
た

か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
マ
イ
ダ
ン
で
の
政
変
に
よ
り
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
体
制

が
瓦
解
し
て
か
ら
は
、
反
対
派
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
終
え
た
自

由
党
の
支
持
は
急
落
す
る
の
は
ほ
ぼ
必
然
で
あ
っ
た
。
代
わ
っ
て
リ

ヴ
ィ
ウ
で
支
持
を
集
め
た
の
は
、
リ
ヴ
ィ
ウ
市
長
サ
ド
ー
ヴ
ィ
ー
が

率
い
る
自
助
党
で
あ
る
。
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
任
命
の
州
知
事
と
自
由
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党
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
市
議
会
の
間
で
、
サ
ド
ー
ヴ
ィ
ー
は
市

政
運
営
で
困
難
な
立
場
に
陥
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
事
態
を
打
開
す
べ
く
、
サ
ド
ー
ヴ
ィ
ー
は
自
身
の
政
党
を
作
る
こ

と
を
決
心
し
た
よ
う
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に
行
わ
れ
た
最

高
会
議
選
挙
で
は
、
当
初
の
世
論
調
査
で
一
桁
台
の
支
持
率
し
か
な

か
っ
た
自
助
党
が
、
躍
進
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。
比
例
区
で
一

〇
・
九
七
％
の
得
票
を
得
て
、
比
例
区
第
三
党
に
ま
で
な
っ
た
。
リ

ヴ
ィ
ウ
（
と
ハ
リ
チ
ナ
）
と
キ
エ
フ
市
に
し
か
地
盤
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
リ
ヴ
ィ
ウ
と
キ
エ
フ
市
だ
け
で
、
自
助
党
に
対
す
る
全

得
票
の
三
分
の
一
近
く
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
リ
ヴ
ィ
ウ
で

の
自
由
党
の
地
盤
は
す
で
に
崩
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
自
由

党
か
ら
自
助
党
へ
の
急
速
な
選
挙
地
図
の
変
化
は
、
か
つ
て
ド
ネ

ツ
ィ
ク
で
共
産
党
か
ら
地
域
党
へ
の
急
速
な
変
化
が
生
じ
た
こ
と
を

想
起
さ
せ
る
。

以
上
の
二
つ
の
地
方
の
事
例
か
ら
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
第
一
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
中
央
政
府
は
知
事
任
命
な
ど

の
権
限
を
利
用
し
て
、
地
方
政
治
に
干
渉
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
に
、
中
央
政
府
を
支
配
し
て
い
る
閥
に

対
す
る
干
渉
に
対
し
て
敏
感
な
地
方
は
、
自
己
を
組
織
化
し
て
中
央

政
府
に
対
し
て
強
烈
な
ロ
ビ
ー
活
動
を
展
開
し
た
り
（
ド
ネ
ツ
ィ

ク
）、
中
央
政
府
に
対
す
る
強
烈
な
反
対
派
へ
の
支
持
を
見
せ
つ
け

た
り
す
る
（
リ
ヴ
ィ
ウ
）。
こ
う
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
中
央
政
治
を

特
徴
づ
け
て
き
た
の
は
、
諸
地
方
に
拠
点
を
持
つ
多
く
の
地
域
派
閥

の
競
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
派
閥
の
競
合
が
分
離
主
義
的
に
な
ら

ず
に
、
求
心
的
で
あ
っ
た
理
由
は
、
そ
の
中
央
政
治
の
仕
組
み
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

Ⅱ
中
央
政
治
に
お
け
る
統
合
の
仕
組
み

こ
の
統
合
機
能
を
は
た
し
て
き
た
要
因
と
し
て
こ
こ
で
検
討
す
る

の
は
、
国
制
、
国
民
形
成
、
憲
法
体
制
の
三
つ
で
あ
る
。

１
国
制

既
述
の
と
お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
単
一
制
の
国
制
を
採
用
し
て

お
り
、
地
方
知
事
は
大
統
領
に
よ
る
任
命
制
で
あ
る
（M

atsuzato 

2000; T
urovskii 1999

）。
さ
ら
に
、
大
統
領
選
挙
に
よ
っ
て
党
派

の
異
な
る
大
統
領
が
就
任
し
た
た
め
、
新
大
統
領
は
、
就
任
直
後
に

知
事
の
総
入
れ
替
え
を
行
う
の
が
常
で
あ
っ
た
（
大
串 

二
〇
一

三
）。
こ
の
よ
う
な
大
統
領
交
代
に
伴
う
知
事
交
代
の
際
に
は
、
上

層
の
州
行
政
府
職
員
も
相
当
程
度
交
代
す
る＊

8

。
州
レ
ベ
ル
、
さ
ら
に
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大
統
領
は
郡
長
を
任
命
で
き
る
の
で
、
州
よ
り
下
の
郡
レ
ベ
ル
に
至

る
ま
で
の
猟
官
制
が
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
こ
れ

ま
で
見
た
と
お
り
、
中
央
政
府
は
地
域
派
閥
を
破
壊
で
き
る
ほ
ど
強

力
で
も
な
い
。
こ
れ
に
は
各
地
の
経
済
的
利
害
対
立
な
ど
多
く
の
要

因
が
あ
る
が
、
国
制
と
の
関
連
で
は
、
リ
ヴ
ィ
ウ
市
の
例
に
見
た
よ

う
に
、
市
長
が
公
選
制
で
あ
る
の
で
、
中
央
政
府
の
派
閥
と
異
な
る

地
域
派
閥
は
、
市
長
を
中
心
に
州
知
事
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
か
く
し
て
、
中
央
政
界
の
及
ぼ
す
影
響
力
は
、
地
域
派
閥
に

と
っ
て
、
ロ
ビ
ー
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
中
央
政
界
進
出
の
誘
因
と

な
り
、
地
域
派
閥
自
体
は
破
壊
さ
れ
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
制
は

求
心
的
多
頭
競
合
体
制
を
維
持
す
る
の
に
貢
献
し
て
き
た
。

政
変
後
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
単
一
制
維
持
か
連
邦
制
か
を
め
ぐ

り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
の
頭
越
し
に
、
ロ
シ
ア
政
府
が
ア
メ
リ
カ
側

と
の
話
し
合
い
の
な
か
で
連
邦
制
を
要
求
す
る
事
態
が
生
じ
て
い

た
。
そ
の
後
、
東
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
乱
を
経
て
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
、

ル
ハ
ン
シ
ク
の
一
部
の
地
域
に
「
特
別
な
地
位
」
を
与
え
る
、
と
の

合
意
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
「
特
別
な
地
位
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に

な
る
か
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
法
も
採
択
さ
れ
た
の
だ
が
（
後
記
：
こ
の
法
律
は
そ
の
後
撤

回
さ
れ
た
）、
現
在
の
動
向
を
見
る
限
り
、「
人
民
共
和
国
」
側
は
軍

事
的
支
配
を
背
景
に
、
事
実
上
の
非
承
認
国
家
化
に
向
け
て
動
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
制
に
ど
の
よ
う
な

変
化
を
及
ぼ
す
の
か
、
現
状
で
は
見
極
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
の
調
査
の
範
囲
内
で
は
、
東
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

戦
争
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
単
一
制
維
持
の
声
を
強
め
た
と
い
え

る
。
二
〇
一
四
年
三
月
の
時
点
で
は
、
党
内
で
各
種
議
論
は
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
の
地
域
党
州
組
織
で
さ
え
、
連
邦
制

を
支
持
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
連
邦
制
や
独
立
の
声
の
少
な
い
な

か
、
独
立
や
ロ
シ
ア
へ
の
併
合
を
求
め
る
親
ロ
シ
ア
派
の
運
動
は
当

初
か
ら
孤
立
し
て
い
た
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
ロ
シ
ア
側
は
力
に
よ
る

介
入
の
度
合
い
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

２
派
閥
の
行
政
的
巡
礼
に
よ
る
国
民
形
成

統
合
機
能
を
果
た
し
て
き
た
第
二
の
要
因
は
、
国
民
形
成
で
あ

る
。
元
来
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
民
形
成
は
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら
ず
、

こ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
の
が
通
説
的
見
解

で
あ
る
（
伊
東 

二
〇
一
四
）。
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
エ
リ
ー

ト
・
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
派
閥
競
合
は
国
民
意
識
を
生
み
出
し
て
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
政
治
的
単
位
の
基
本
は
、
派
閥
競

合
で
あ
る
が
、
そ
の
競
合
の
結
果
、
支
配
派
閥
が
定
期
的
に
入
れ
替

わ
っ
て
き
た
こ
と
が
、
永
遠
の
少
数
派
を
生
ま
ず
、
分
離
主
義
に
向
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か
わ
せ
な
い
効
果
を
持
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

国
民
形
成
に
お
い
て
、「
行
政
的
巡
礼
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
た

の
は
Ｂ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
で
あ
る
。
あ
る
地
方
で
生
ま
れ
た
も
の

が
、「
国
民
」
と
い
う
共
同
体
を
ど
の
範
囲
で
想
像
す
る
の
か
は
、

出
世
で
き
る
行
政
単
位
の
頂
点
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
そ
の
出
世
に
よ

る
移
動
を
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
行
政
的
巡
礼
と
呼
ん
だ
。
例
え
ば
、

植
民
地
で
は
、
現
地
人
の
行
政
的
巡
礼
は
宗
主
国
ま
で
は
い
か
ず
、

植
民
地
の
首
都
で
行
政
的
巡
礼
が
終
わ
る
。
こ
れ
が
植
民
地
で
の
国

民
意
識
の
基
盤
に
な
っ
た
（
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン 
一
九
八
七
）。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
文
脈
で
は
、
前
史
と
し
て
ソ
連
で
の
民
族
領
域
連
邦
制
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
国
民
意
識
を
作
り
出
す
の
に
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ

う
。
そ
し
て
独
立
後
に
は
、
経
済
的
利
権
を
中
心
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
派
閥
が
成
立
し
た
が
、
激
し
い
競
合
の
結
果
、
大
統
領
や
首
相
職

が
一
つ
の
派
閥
に
独
占
さ
れ
続
け
る
と
い
う
事
態
は
生
じ
な
か
っ

た
。
例
え
ば
大
統
領
に
関
し
て
い
え
ば
、
ク
チ
マ
（
ド
ニ
プ
ロ
ペ
ト

ロ
ウ
シ
ク
閥
）、
ユ
ー
シ
チ
ェ
ン
コ
（
主
と
し
て
ハ
リ
チ
ナ
閥
）、
ヤ

ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
（
ド
ネ
ツ
ィ
ク
閥
）
と
、
大
統
領
の
交
代
の
た
び
に

ト
ッ
プ
の
派
閥
が
入
れ
替
わ
り
、
永
遠
の
少
数
派
を
生
ま
な
か
っ

た
。
大
統
領
の
交
代
が
、
地
方
知
事
以
下
大
規
模
な
行
政
職
員
の
交

代
を
伴
っ
た
こ
と
も
、
巡
礼
を
加
速
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
首
相
に
関

し
て
は
、
交
代
は
い
っ
そ
う
頻
繁
で
あ
る
。
次
に
述
べ
る
憲
法
体
制

に
も
関
わ
る
が
、
一
九
九
六
年
憲
法
時
で
は
大
統
領
に
よ
る
任
命
制

な
の
で
（
議
会
に
よ
る
承
認
は
必
要
）、
ま
ず
自
分
の
筆
頭
子
分
を

首
相
に
据
え
る
が
、
首
相
が
大
統
領
に
対
抗
し
そ
う
に
な
っ
た
り
、

他
の
派
閥
の
反
発
が
あ
ま
り
に
も
強
く
な
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
他

の
派
閥
の
領
袖
を
任
命
し
た
り
し
て
、
大
統
領
が
中
道
へ
進
む
傾
向

を
示
し
た
。
二
〇
〇
四
年
憲
法
時
は
、
議
会
の
多
数
派
が
首
相
を
任

命
す
る
よ
う
に
制
度
変
更
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
の
結
果
は
議
会
内
多

数
派
形
成
を
め
ぐ
っ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
連
携
が
試
み
ら
れ
て
は

解
体
す
る
と
い
う
結
果
を
伴
っ
た
。
こ
れ
は
、
政
治
的
不
安
定
を
招

い
た
が
、
行
政
的
巡
礼
は
ど
の
閥
に
も
開
か
れ
て
い
た
こ
と
も
意
味

し
た
。

以
上
の
よ
う
な
派
閥
競
合
は
、
縁
故
的
派
閥
政
治
を
前
提
に
し
て

い
る
の
で
腐
敗
を
蔓
延
さ
せ
る
が
、
国
民
形
成
と
い
う
点
で
は
有
利

に
作
用
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
と
地
域
党

は
、
地
域
党
が
他
党
や
無
所
属
議
員
と
組
む
こ
と
で
議
会
の
過
半
数

を
占
め
る
こ
と
で
、
権
威
主
義
的
な
が
ら
比
較
的
安
定
し
た
政
権
運

営
を
し
て
き
た
の
で
、
派
閥
競
合
政
治
か
ら
、
脱
却
し
た
か
の
よ
う

に
見
え
た
。
し
か
し
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
閥
に
政
治
を
支
配
さ
れ
て
い

る
、
と
い
う
他
の
派
閥
の
反
発
が
今
回
の
政
変
を
招
い
た
一
つ
の
遠

因
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る＊

9

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
派

閥
の
入
れ
替
え
が
全
国
的
行
政
の
巡
礼
を
成
立
さ
せ
、
国
民
形
成
は
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か
な
り
の
程
度
進
行
し
て
お
り
、
こ
れ
が
派
閥
政
治
の
な
か
の
求
心

力
の
一
つ
と
な
っ
た
。
ド
ネ
ツ
ィ
ク
に
基
盤
を
置
い
て
い
た
地
域
党

が
連
邦
制
な
ど
に
対
し
て
懐
疑
的
だ
っ
た
一
つ
の
理
由
も
、
エ
リ
ー

ト
・
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
国
民
意
識
が
か
な
り
の
程
度
成
立
し
て
い
た
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
エ
リ
ー
ト
・
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
話
で
あ
る
。
一

般
国
民
の
間
で
は
、
ま
だ
国
民
意
識
形
成
が
初
期
的
段
階
で
あ
っ
た

の
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
東
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争

が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
民
意
識
形
成
に
効
果
的
に
働
く
可
能
性
は
あ

る
。
一
般
に
戦
争
は
国
民
意
識
形
成
に
も
っ
と
も
重
要
な
要
因
で
あ

る
。
出
身
地
を
異
に
す
る
多
く
の
若
者
が
当
地
で
戦
闘
し
、
命
を
落

と
し
た
こ
と
は
、
地
域
を
超
え
た
国
民
意
識
を
一
般
国
民
の
間
で
も

形
成
す
る
の
を
促
進
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
現
状
で
の
軍

事
的
敗
北
は
、
こ
の
萌
芽
的
国
民
意
識
を
大
き
く
傷
つ
け
る
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

３
憲
法
体
制

派
閥
政
治
を
統
合
し
、
独
自
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
生
み
出
し
て
い

る
第
三
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
憲
法
体
制
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、

旧
ソ
連
諸
国
の
な
か
で
、
独
立
後
、
新
憲
法
を
最
も
遅
く
一
九
九
六

年
に
再
採
択
し
、
そ
の
後
オ
レ
ン
ジ
革
命
の
さ
な
か
に
憲
法
改
正
が

な
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
憲
法
が
成
立
、
こ
れ
を
二
〇
一
〇
年
、
ヤ
ヌ

コ
ー
ヴ
ィ
チ
が
再
度
一
九
九
六
年
憲
法
に
戻
し
て
い
た
（
松
里 

二

〇
一
四
）。

政
変
後
、
暫
定
政
府
は
再
度
二
〇
〇
四
年
憲
法
に
戻
す
決
定
を
行

い
、
二
〇
一
四
年
二
月
二
一
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議
も
そ
れ
を
採

決
し
た
。
二
〇
〇
四
年
憲
法
に
戻
す
際
の
理
屈
は
、
そ
も
そ
も
二
〇

一
〇
年
の
憲
法
改
正
が
違
法
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
確
か
に
一
理
あ
る
。
議
会
を
バ
イ
パ
ス
し
て
、
最
高
裁
判
所
の

決
定
一
つ
で
一
九
九
六
年
憲
法
復
帰
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
い
う
と
二
〇
〇
四
年
の
憲
法
改
正
も
手
続
的

に
瑕
疵
が
あ
っ
た
（
松
里 

二
〇
一
四
：
四
）。

改
憲
の
法
手
続
き
上
の
問
題
は
さ
て
お
き
、
一
九
九
六
年
憲
法
と

二
〇
〇
四
年
憲
法
は
、
半
大
統
領
制
と
い
わ
れ
る
、
大
統
領
と
首
相

が
執
行
権
を
分
有
す
る
仕
組
み
を
と
っ
て
い
る
。
既
述
の
と
お
り
、

一
九
九
六
年
憲
法
で
は
、
大
統
領
が
首
相
の
任
命
権
を
持
つ
。
二
〇

〇
四
年
憲
法
で
は
、
議
会
多
数
派
が
首
相
を
任
命
す
る
仕
組
み
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
一
九
九
六
年
憲
法
は
、
大
統
領
が
注
意
を
払
い
さ
え

す
れ
ば
、
派
閥
均
衡
政
治
に
適
し
た
仕
組
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
事
実
、
ド
ニ
プ
ロ
ペ
ト
ロ
ウ
シ
ク
閥
に
見
切
り
を
つ
け
た
ク
チ

マ
時
代
の
後
半
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
派
閥
均
衡
型
だ
っ
た
よ
う
に
思
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わ
れ
る
。
こ
の
一
九
九
六
年
憲
法
に
戻
し
た
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、

派
閥
均
衡
型
の
仕
組
み
で
は
な
く
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
閥
の
一
極
支
配
と

受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
体
制
を
敷
い
た
と
考
え
ら
れ
る＊

10

。

他
方
、
二
〇
〇
四
年
憲
法
で
は
、
諸
派
閥
競
合
の
な
か
で
首
相
任

命
の
た
め
に
多
数
派
を
作
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

複
雑
な
政
党
連
携
が
試
み
ら
れ
て
は
解
体
す
る
事
態
が
頻
発
し
た
。

二
〇
〇
四
年
憲
法
に
復
帰
し
た
現
在
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が
繰
り
返

さ
れ
な
い
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。
二
〇
一
四
年
一
〇
月
の
最
高
会

議
選
挙
の
結
果
、
安
定
的
な
大
統
領
与
党
は
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
。

今
後
の
展
開
次
第
で
は
、
複
雑
な
政
党
連
携
の
試
み
が
繰
り
返
さ
れ

る
可
能
性
は
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
政
党
規
律
は
い
っ
そ
う
弱
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
大
統
領
が
選
挙
で
過
半
数
を
得
ら
れ
な
く
と
も
、
議
会
で
多
数

派
を
作
り
出
す
可
能
性
が
な
く
は
な
い
。
選
挙
制
度
は
、
す
べ
て
比

例
区
だ
っ
た
ユ
ー
シ
チ
ェ
ン
コ
時
代
と
異
な
り
、
半
数
が
小
選
挙

区
、
半
数
が
比
例
区
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
い
う
と
、
完
全
比

例
代
表
制
の
も
と
で
は
、
政
党
規
律
が
高
ま
り
政
党
指
導
部
に
よ
る

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
特

に
小
選
挙
区
選
出
の
議
員
が
多
数
派
形
成
の
た
め
の
切
り
崩
し
の
対

象
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
二
〇
〇
四
年
憲
法
の
復
活
に
よ
っ
て
、

八
一
条
の
強
制
委
任
（
議
員
は
政
党
帰
属
を
変
更
す
る
と
失
職
す
る
）

規
定
も
復
活
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ユ
ー
シ
チ
ェ
ン
コ
時
代
か
ら
有

名
無
実
化
し
て
い
た
し
、
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
下
で
も
遵
守
さ
れ
る
と

は
考
え
難
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
二
〇
〇
四
年
憲
法
が
機
能
不
全
だ
っ
た
こ
と

は
当
事
者
も
よ
く
認
識
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
と
ま
っ
た
改
憲
案
を

ど
の
政
治
勢
力
も
出
す
に
至
っ
て
い
な
い
。
最
高
会
議
選
挙
の
結

果
、
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
・
ブ
ロ
ッ
ク
は
比
例
区
第
一
党
に
す
ら
な
れ
ず

（
小
選
挙
区
と
合
わ
せ
れ
ば
第
一
党
で
は
あ
る
）、
首
相
の
座
を
国
民

戦
線
率
い
る
ヤ
ツ
ェ
ニ
ュ
ー
ク
に
明
け
渡
し
た
結
果
、
大
統
領
権
限

を
強
め
る
憲
法
改
正
は
き
わ
め
て
困
難
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
派
閥
競
合
に
均
衡
を
与
え
、
大
統
領
と
首
相
と
議
会
の
間
の
権

限
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
憲
法
体
制
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

Ⅲ
求
心
的
多
頭
競
合
体
制
の
展
望

―
結
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
政
変
以
前
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
治
体
制
を
求
心
的
多
頭

競
合
体
制
と
考
え
、
こ
の
派
閥
競
合
と
統
合
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
察

し
た
。
中
央
政
治
と
地
方
政
治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
な
か
か
ら
地
域

派
閥
が
誕
生
し
、
中
央
政
治
が
地
域
派
閥
競
合
の
場
と
化
し
な
が
ら



058

も
、
国
家
の
一
体
性
へ
の
支
持
は
強
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
こ
の

体
制
は
一
九
九
〇
年
代
に
生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
存
続
し
て
き
た
。

政
変
以
後
の
大
き
な
展
開
を
受
け
て
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
ど
こ

ま
で
変
容
す
る
の
か
、
に
わ
か
に
は
判
別
し
が
た
い
。「
は
じ
め

に
」
の
箇
所
で
述
べ
た
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
は
、
い
っ
た
ん
新
大
統

領
が
就
任
し
支
配
閥
が
決
定
す
る
と
、
支
配
閥
に
よ
る
他
派
閥
と
の

均
衡
を
探
っ
た
り
、
他
派
閥
へ
の
切
り
崩
し
が
行
わ
れ
た
り
し
て
、

競
争
性
が
減
退
し
、
権
威
主
義
化
が
進
む
よ
う
に
見
え
た
こ
と
が
多

か
っ
た
。
こ
の
「
レ
ジ
ー
ム
・
サ
イ
ク
ル
」
は
多
く
の
旧
ソ
連
諸
国

に
共
通
し
て
い
た
（H

ale 2005

）。
今
回
、
同
様
の
展
開
を
見
せ
る

か
は
定
か
で
は
な
い
。
ド
ネ
ツ
ク
、
ル
ガ
ン
ス
ク
の
両
人
民
共
和
国

が
事
実
上
の
独
立
を
獲
得
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
派
閥
政
治
の
一
つ

の
極
で
あ
っ
た
ド
ネ
ツ
ィ
ク
閥
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
治
か
ら
姿
を
消
す

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
が
他
の
派
閥
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
の
か
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
争
に
よ
っ
て
国

民
意
識
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
ま
れ
た
の
か
、
今
後
憲
法
改
正
が

あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
も
未
知
数
で
あ
る
。
確
か
な
の
は
、

「
親
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
標
榜
す
る
政
治
勢
力
が
支
配
的
と
な
っ
て

も
、
派
閥
政
治
と
そ
の
背
景
に
あ
る
縁
故
主
義
的
政
治
文
化
は
簡
単

に
は
死
滅
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

◉
付
記

 

本
稿
は
、
大
串
（
二
〇
一
四
）
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
記
述
に
重

複
が
あ
る
こ
と
を
ご
海
容
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
本
稿
の
調
査
に

は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
旧
ソ
連
諸
国
に
お
け

る
憲
法
動
態
と
支
配
政
党
体
制
の
比
較
研
究
」（
代
表
：
大
串
敦
）、
同

基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
ポ
ス
ト
共
産
主
義
諸
国
の
政
治
・
行
政
・
経
済
エ

リ
ー
ト

―
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」（
代
表
：
大
串
敦
）、
同
基
盤
研

究
（
Ｂ
）「
競
争
的
権
威
主
義
体
制
の
比
較
研
究
」（
代
表
：
松
里
公

孝
）
の
助
成
を
受
け
た
。

◉
注

＊
１ 

松
里
は
ク
チ
マ
時
代
の
観
察
に
基
づ
い
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
治
を

「
集
権
的
カ
シ
キ
ス
モ
」
と
名
づ
け
た
が
、
筆
者
の
用
語
も
基
本
的
に

こ
れ
と
同
一
の
も
の
を
指
し
て
い
る
（M

atsuzato 2000

）。
た
だ
し
、

ク
チ
マ
時
代
に
は
、
そ
れ
以
降
よ
り
も
中
央
エ
リ
ー
ト
の
自
律
性
が
高

か
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
見
た
ド
ネ
ツ
ィ
ク
の
事
例
の
よ

う
に
、
こ
の
時
期
の
中
央
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
干
渉
が
、
地
方
閥
を
強
固

に
し
、
中
央
政
治
自
体
が
地
方
閥
の
競
合
の
場
に
な
っ
た
点
を
重
視
し

て
い
る
。

＊
２ 

我
が
国
の
政
治
か
ら
強
い
て
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、

五
五
年
体
制
下
で
の
自
民
党
内
政
治
で
あ
る
。
諸
派
閥
が
激
し
く
競
合

し
、
分
裂
の
危
機
が
た
び
た
び
囁
か
れ
た
が
、
政
権
党
で
あ
る
こ
と
が

求
心
力
と
な
り
、
分
裂
は
な
か
な
か
し
な
か
っ
た
。
他
方
、
政
権
運
営

は
派
閥
均
衡
型
に
な
る
か
、
田
中
角
栄
の
よ
う
に
他
の
派
閥
を
漸
進
的

に
切
り
崩
し
て
巨
大
派
閥
を
作
り
上
げ
る
し
か
な
か
っ
た
。
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＊
３ 
た
だ
し
、
二
〇
〇
四
年
の
地
方
知
事
の
事
実
上
の
任
命
制
へ
の
移

行
と
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
前
大
統
領
の
下
で
の
地
方
知
事
更
迭
に

よ
っ
て
、
遠
心
力
統
合
的
一
頭
支
配
は
不
安
定
化
し
た
。
本
稿
は
ロ
シ

ア
政
治
自
体
を
議
論
す
る
場
で
は
な
い
の
で
、
別
途
考
察
し
た
い
。
さ

し
あ
た
り
、
大
串
（
二
〇
一
三
）
を
参
照
せ
よ
。
な
おH

ale

（2010

）

も
多
頭
的
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
が
単
一
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

の
政
治
体
制
を
形
成
し
た
と
論
じ
る
。

＊
４ 

現
地
調
査
期
間
は
二
〇
〇
四
年
三
月
七
〜
二
〇
日
、
八
月
一
〇
〜

二
三
日
。
七
〜
一
三
日
が
キ
エ
フ
、
一
三
〜
二
〇
日
が
ド
ネ
ツ
ィ
ク
、

八
月
一
〇
〜
一
四
日
が
キ
エ
フ
、
一
五
〜
二
三
日
が
リ
ヴ
ィ
ウ
で
あ

る
。
な
お
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
戦
争
状
態
に
あ
る
現
状
で
は
、
聞
き
取
り

調
査
に
応
じ
て
く
れ
た
人
の
氏
名
を
挙
げ
る
と
、
当
人
に
デ
メ
リ
ッ
ト

が
生
じ
か
ね
な
い
の
で
、
注
記
し
な
い
。
ま
た
、
紙
幅
の
都
合
上
、
注

記
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
。

＊
５ 

た
だ
し
、
集
会
は
長
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
、
集
会
で

ち
ょ
っ
と
足
を
止
め
た
人
全
体
を
カ
ウ
ン
ト
す
れ
ば
、
そ
の
数
は
ず
っ

と
膨
れ
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

＊
６ 

セ
ル
ヒ
イ
・
タ
ル
タ
・
ド
ネ
ツ
ィ
ク
州
知
事
も
そ
の
よ
う
に
発
言
し

た
こ
と
が
あ
る
。U

krainskaya Pravda W
ebsite, M

arch 15, 2014, 
http://w

w
w
.pravda.com

.ua/rus/new
s/2014/03/15/7018860/

（A
pril 7, 2014

）.

＊
７ 

選
挙
結
果
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
中
央
選
挙
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.cvk.gov.ua/

）
か
ら
。

＊
８ 

リ
ヴ
ィ
ウ
で
の
州
行
政
府
職
員
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
こ
う

し
た
と
き
の
州
行
政
府
職
員
の
交
代
は
二
割
近
く
に
上
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
リ
ヴ
ィ
ウ
在
住
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
は
、
更
迭
は
確
か
に
大
規
模
に
行
わ
れ
る
が
、
二
割
は
過
大
な

数
字
で
あ
る
と
述
べ
た
。
数
字
自
体
の
信
憑
性
は
と
も
か
く
と
し
て
、

大
統
領
交
代
に
伴
っ
て
、
州
レ
ベ
ル
に
至
る
ま
で
、
か
な
り
の
人
事
交

代
が
生
じ
る
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

＊
９ 

今
回
の
政
変
以
前
に
、
筆
者
は
ロ
シ
ア
と
比
較
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
は
支
配
政
党
形
成
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
大

串 

二
〇
一
三
）。
な
お
、
筆
者
は
、
他
の
派
閥
の
反
発
は
あ
く
ま
で
一

つ
の
要
因
に
過
ぎ
な
い
と
も
考
え
て
い
る
。
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
過
度

な
身
内
優
先
主
義
は
政
権
へ
の
地
域
横
断
的
な
批
判
勢
力
を
作
り
出
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
10 

こ
こ
で
は
一
般
的
な
受
け
取
り
方
に
従
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
一
般
的
な
受
け
取
り
方
よ
り
も
、
実
際
の
人
事
は
よ
り
均
衡

型
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
は
、
い
っ
そ
う
の
検
討
を
要
す
る
。
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義
塾
大
学
法
学
部
・
准
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
七
三
年
、
東
京
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
比
較
政
治
学
。
ロ
シ
ア
お
よ
び
そ
の
他
の
旧
ソ
連

地
域
研
究
。

⑤
学
歴
…
…
獨
協
大
学
法
学
部
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
社
会
科
学
研
究
科
政

治
学
専
攻
博
士
課
程
修
了（PhD

 in Politics

）。

⑥
職
歴
…
…
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
研
究
員（
三
二
歳
、

一
年
）、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員（
三
三
歳
、
三
年
）、
早
稲
田

大
学
政
治
経
済
学
術
院
助
教（
三
六
歳
、
一
年
）、
大
阪
経
済
法
科
大
学

法
学
部
准
教
授（
三
七
歳
、
二
年
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ（
ロ
シ
ア
）（
三
四
歳
、一
年
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
公
刊
資
料
調
査
、
現
地
で
の
未
公
刊
資
料
調
査
、
現
地

ア
ク
タ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
国
際
政
治
学
会
、
日
本
比
較
政
治
学
会
、
ロ
シ
ア
東

欧
学
会
、British A

ssociation for Slavonic and East European 
Studies.

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
イ
ギ
リ
ス
の
グ

ラ
ス
ゴ
ー
大
学
で
地
に
足
の
着
い
た
経
験
的
な
手
法
の
重
要
性
を
学
ん

だ
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
ジ
ョ
セ
フ
・
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
『
資
本
主
義
・
社
会
主
義
・

民
主
主
義
』（
中
山
伊
知
郎
・
東
畑
精
一
訳
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
新

装
版
、
一
九
九
五
年
）。
地
域
研
究
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
で
す
が
、

学
部
学
生
の
と
き
に
読
ん
で
以
来
、
私
に
と
っ
て
は
社
会
科
学
全
般
を

考
え
る
上
で
の
道
標
に
な
り
続
け
て
い
ま
す
。




